
█図1：医学モデルと生活モデルの対比

█図2：プライマリ・ケアの特徴

医学モデル 生活モデル

目的・目標 病気の治癒・治療・救命 生活の質（QOL）の向上

ターゲット 病気 人、生活

場所 主に病院 コミュニティ（地域・職場）

従事者 医師が中心 多職種によるチーム

支援の進め方 医師による命令、指示 カンファレンス

出典：広井良典『ケア学』（医学書院／2000年）などを参考に作成

出典：日本プライマリ・ケア連合学会ウェブサイトを基に作成

① 近接性（Accessibility）

② 包括性（Comprehensiveness）

③ 協調性（Coordination）

④ 継続性（Continuity）

⑤ 責任性（Accountability）
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■予防から治療、リハビリテーションまで　
■Common	diseaseを中心とした全科的医療　
■全人的医療　■小児から老人まで

■専門医との密接な関係　■住民との協調　
■チーム・メンバーとの協調　■社会的医療資源の活用

■ゆりかごから墓場まで
■病気の時は外来～病棟～外来へと継続的に　
■病気の時も健康な時も

■医療内容の監査システム
■患者への十分な説明　
■生涯教育

超
高
齢
社
会
で
求
め
ら
れ
る
医
療

「
治
す
」
医
療
か
ら
「
治
し
、
支
え
る
医
療
」
へ
―
―
。

現
在
の
制
度
改
正
の
流
れ
を
作
っ
た
政
府
の
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
が
２
０
１
３
年
８
月
に
公
表
し
た

報
告
書
で
は
、
こ
う
し
た
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
病
院
を
中
心
に
病
気
の
治
癒
や
社
会
復
帰
に

力
点
を
置
く
医
療
だ
け
で
な
く
、
自
宅
を
中
心
に
生
活

を
支
え
る
医
療
を
重
視
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
前
者
は

一
般
的
に
「
医
学
モ
デ
ル
」、
後
者
は
「
生
活
モ
デ
ル
」

と
呼
ば
れ
る
。

両
者
の
主
な
対
比
は
図
1
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
ま

ず
、
医
学
モ
デ
ル
と
は
従
来
型
の
医
療
で
あ
り
、
多
く

の
人
が
想
起
す
る
医
療
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。
具
体
的

に
は
、
病
院
を
中
心
に
医
師
が
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
ト
ッ

プ
に
座
り
、
医
師
の
指
示
の
下
で
看
護
師
な
ど
の
専
門

職
が
動
く
医
療
で
あ
り
、
病
気
の
治
癒
や
救
命
が
強
く

意
識
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
生
活
モ
デ
ル
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中

心
に
し
つ
つ
、
医
師
な
ど
の
専
門
職
が
連
携
し
て
療
養

生
活
を
支
援
す
る
医
療
で
あ
り
、
複
数
の
疾
患
を
持
つ

高
齢
者
が
多
く
な
る
今
後
の
日
本
で
求
め
ら
れ
る
発
想

で
あ
る
。
こ
う
し
た
医
療
に
適
し
て
い
る
の
が
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
で
あ
る
。

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
［
＊
1
］
に
よ
る
と
、

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
は
「
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
健
康
上
の

問
題
、
疾
病
に
対
し
、
総
合
的
・
継
続
的
、
そ
し
て
全

人
的
に
対
応
す
る
地
域
の
保
健
医
療
福
祉
機
能
」
を

意
味
し
て
お
り
、
特
徴
は
図
2
の
通
り
、「
近
接
性

（Accessibility 

）」「
包
括
性
（Com

prehensiveness

）」

「
協
調
性
（Coordination

）」「
継
続
性
（Continuity

）」

「
責
任
性
（Accountability

）」
と
い
う
５
つ
で
整
理
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
近
接
性
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
を
意
味
し
て
お
り
、
包
括
性
は
臓
器
・

疾
病
別
で
は
な
く
、
全
人
的
に
様
々
な
健
康
課
題
に
対

応
で
き
る
点
を
表
す
。
協
調
性
は
多
職
種
連
携
な
ど

チ
ー
ム
医
療
、
継
続
性
は
医
療
・
福
祉
・
保
健
を
切
れ

目
な
く
提
供
す
る
特
性
、
責
任
性
は
患
者
へ
の
意
思
疎

通
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
実
践
例
を
考
え
る
と
…

こ
こ
で
、
５
つ
の
特
徴
に
従
い
つ
つ
「
軽
度
な
認
知

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
る
場
合
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
と
の
連

携
が
欠
か
せ
な
い
。
仮
に
13
時
か
ら
13
時
30
分
ま
で
医

師
が
自
宅
を
訪
れ
、
14
時
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
来

訪
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
高
齢
者
や
家
族
が
医
師

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
し
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し

説
明
す
る
の
は
煩
雑
に
な
る
た
め
、
両
者
の
連
携
が
欠

か
せ
な
い
。

さ
ら
に
連
携
の
相
手
と
し
て
は
、
服
薬
指
導
に
当
た

る
薬
剤
師
や
、
食
事
・
栄
養
面
で
支
援
す
る
管
理
栄
養

士
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
止
す
る
口
腔
ケ
ア
に
当
た
る
歯

科
医
、
体
力
の
維
持
・
向
上
を
目
指
す
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
職
、
権
利
擁
護
に
当
た
る
法
曹
関
係
者
、
見
守

り
活
動
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
を
運
営
す
る
市
民
組
織
な

ど
幅
広
い
対
象
が
想
定
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
高
齢
者
が
週

１
回
の
頻
度
で
近
所
の
食
堂
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
を
把

握
し
、
そ
の
習
慣
を
続
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が

地
域
の
見
守
り
組
織
や
、
食
堂
の
経
営
者
に
対
し
て
一

言
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
認
知
機
能
が
下
が
っ
て
お
り
、

少
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
難
が
あ
る
の
で
、
何
か

心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
連
絡
し
て
下
さ
い
」
と
伝
え

る
だ
け
で
、
高
齢
者
の
習
慣
が
継
続
さ
れ
、
生
活
の
質

は
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

同
様
の
こ
と
は
生
活
に
関
わ
る
小
売
産
業
や
交
通
産

業
に
も
言
え
る
。
こ
の
高
齢
者
が
買
い
物
や
外
出
な
ど

を
可
能
な
限
り
継
続
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
は
、

企
業
サ
イ
ド
の
接
遇
改
善
や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

症
が
疑
わ
れ
る
も
の
の
、
身
体
機
能
は
衰
え
て
い
な
い

高
齢
者
に
対
す
る
在
宅
ケ
ア
」
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
の
実
践
例
を
考
え
る
。

ま
ず
、
近
接
性
と
い
う
点
で
は
、
認
知
機
能
の
検

査
・
診
察
、
処
方
だ
け
で
は
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え

ら
れ
な
い
た
め
、
医
師
が
計
画
的
、
定
期
的
に
自
宅
を

訪
ね
る
訪
問
診
療
を
通
じ
て
、
症
状
を
定
期
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

さ
ら
に
、
身
体
の
状
況
が
悪
化
し
た
時
の
入
院
や
病

院
か
ら
の
自
宅
復
帰
を
支
援
す
る
入
退
院
支
援
や
、
退

院
後
に
自
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
援
す
る
療
養
支
援
、
急

変
時
の
対
応
、
人
生
の
最
終
局
面
を
支
え
る
看
取
り
支

援
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

第
２
の
包
括
性
で
言
う
と
、
高
齢
者
が
認
知
機
能
の

低
下
で
外
出
し
な
く
な
り
、
身
体
機
能
低
下
の
重
度
化

が
進
ん
だ
場
合
、
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
（Q

uality of Life

＝

Q
O

L

）
を
考
え
る
上
で
は
、
認
知
機
能
の
低
下
だ
け
で

な
く
、
体
力
や
外
出
意
欲
、
食
事
・
栄
養
、
居
住
環
境

な
ど
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
全
般
に
目
を
配
る
必
要
が
あ

る
。し

か
し
、
こ
れ
だ
け
の
幅
広
い
問
題
を
１
人
の
専
門

職
が
全
て
カ
バ
ー
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
３
番
目
の

協
調
性
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
こ
の
高
齢
者
が
介

特
集

長
寿
社
会
の
歩
き
方

複
数
の
疾
患
を
持
つ
高
齢
者
が
多
く
な
る
超
高
齢
社
会
。

こ
れ
か
ら
の
医
療
に
は
病
気
を「
治
す
」だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
を「
支
え
る
」こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
医
療
は「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
」と
呼
ば
れ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
医
療
制
度
改
革
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
事
情
を
考
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
可
能
性
を
考
察
す
る
。

超
高
齢
社
会
を
支
え
る
プ
ラ
イ
マ
リ・
ケ
ア
へ
の
期
待

――
日
本
の
課
題
と
今
後
の
可
能
性

M
ihara Takashi

三
原
岳

［
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
主
任
研
究
員
］
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█図4：医療機能のイメージ

█図5：プライマリ・ケアの制度的な位置付けを巡る日英仏の対比イメージ

出典：各種資料を参考に作成
注：イメージであり、一次、二次、三次の区別は
それほど明確とはいえない

出典：各種資料を基に作成

●  かかりつけ医を複数の医療機
関から自由に選択

●  かかりつけ医を複数持つこと
も可

●  かかりつけ医がプライマリ・
ケアの専門能力を持つ医師と
は限らない

●  ゲートキーパー機能が緩やか
であり、価格で誘導

●   診療所を自由に選択、変更
できるが、ひとつの診療所に
登録義務

●  二次医療に行く場合、GPの
紹介が必要

●  診療所のGPが専門医として
プライマリ・ケア提供

●    ゲートキーパー機能が厳格

●  かかりつけ医 登 録 義 務が
2005年からスタート

●  英国と違い、登録医は診療
所のGPに限らない

●  かかりつけ医を経由しないと、
通常よりも高い医療費を徴収
される

日本のかかりつけ医 フランスのかかりつけ医イギリスの家庭医

█図3：国民医療費と、GDPに対する比率の推移
［兆円］ ［%］

出典：厚生労働省「国民医療費」を基に作成

紹介状がないと
＋5,000円

紹介状を貰うと、
通常の価格

緩やかな
ゲート
キーパー

患者
・
国民

患者
・
国民

患者
・
国民

かかりつけ医以外
にも行けるが、
高い値段

診療所 診療所

かかりつけ医に
登録

診療所

病院

病院

病院

病院

診療所
（GP）

病院 病院 あ
る
。
国
民
医
療
費
（
保
険
診
療
の
総
費
用
）
は
高
齢
化

に
伴
う
自
然
増
や
医
療
技
術
の
発
展
で
図
3
に
示
す
通

り
、
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
、
し
か
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
超

え
て
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
抑
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
医
療
制
度
を
考
え
る
上
で
は
、
費
用
抑
制

の
面
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
セ
ス
や
質
な
ど
も
意
識
す
る

必
要
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
上
で
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
が
重
要
な
カ
ギ
を
握
る
。

一
般
的
に
医
療
の
機
能
は
、
日
常
的
な
ケ
ガ
や
病
気

に
対
応
す
る
一
次
医
療
、
よ
り
難
し
い
手
術
に
対
応
す

る
二
次
医
療
、
三
次
医
療
に
区
分
さ
れ
る
。
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
と
ほ
ぼ
重
な
る
一
次
医
療
の
部
分
で
は
、
病

気
や
ケ
ガ
の
起
き
る
確
率
が
高
い
も
の
の
、
治
療
に
要

す
る
コ
ス
ト
は
低
く
済
む
。
一
方
、
二
次
医
療
や
三
次

医
療
で
は
病
気
や
ケ
ガ
の
起
き
る
確
率
は
低
い
が
、
難

し
い
手
術
に
対
応
す
る
た
め
に
高
度
な
医
療
機
器
や
多

く
の
医
療
人
材
を
配
置
す
る
分
、
コ
ス
ト
が
割
高
と
な

る
。そ

の
イ
メ
ー
ジ
は
図
4
に
示
す
通
り
で
あ
り
、
一
次

医
療
が
診
療
所
や
中
小
病
院
の
外
来
機
能
、
二
次
医
療

や
三
次
医
療
が
大
病
院
で
の
入
院
医
療
と
理
解
す
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
こ
う
し
た
機
能
や
医
療
機
関
の
役
割

が
明
確
に
な
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
提
供
で
き
れ
ば
、
コ
ス
ト
は
最
適
化
で
き
る
。

し
か
し
、
日
本
の
場
合
、
二
次
医
療
や
三
次
医
療
を

担
う
大
学
病
院
で
さ
え
外
来
を
担
う
な
ど
、
医
療
機
関

の
役
割
が
不
明
確
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
医
療
で
は
患
者

―
医
師
の
情
報
の
非
対
称
性
が
大
き
く
、
患
者
が
自
ら

の
状
態
に
応
じ
て
、
ど
の
医
療
機
能
を
受
け
れ
ば
い
い

か
判
断
し
に
く
い
。
こ
の
た
め
、「
大
病
院
だ
か
ら
安

心
」
と
い
っ
た
受
療
行
動
が
日
本
で
は
散
見
さ
れ
、
コ

ス
ト
を
引
き
上
げ
て
い
る
面
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
次
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
の
充
実
を
含
め
て
、
医
療
機
関
の
機
能
や

役
割
を
明
確
に
で
き
れ
ば
、
コ
ス
ト
が
最
適
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

英
仏
と
の
対
比

諸
外
国
の
医
療
制
度
改
革
を
概
観
す
る
と
、「
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
充
実
あ
る
い
は
制
度
化
」
と
い
う
共

通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
欧
州
諸
国

の
医
療
制
度
改
革
を
比
較
し
た
書
籍
［
＊
3
］
で
は
、
各

国
に
共
通
す
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
の
重
視
を
挙
げ
て
い
る
し
、
国
民
皆
保
険
を
目
指

し
た
ア
メ
リ
カ
の
「
オ
バ
マ
・
ケ
ア
」
で
も
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ス
ト
抑
制
と
質
の
向
上
の
両
立
を
図
る
観
点

で
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
が
意
識
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
と
日
本
を

対
比
さ
せ
る
［
＊
4
］。
イ
ギ
リ
ス
は
公
的
医
療
費
の
大
半

を
税
金
で
賄
う
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
（N

ational 

H
ealth Service

＝
N
H
S
）
と
い
う
仕
組
み
を
整
備
し

て
お
り
、
高
度
な
二
次
医
療
や
三
次
医
療
を
受
け
る
場

合
、
原
則
と
し
て
家
庭
医
（G

eneral Practitioner

、
以

下
、
Ｇ
Ｐ
）
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
専
門
医

の
紹
介
を
必
要
と
す
る
。

そ
の
際
、
国
民
は
平
均
３
～
５
人
程
度
の
Ｇ
Ｐ
が
勤

務
す
る
診
療
所
に
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

タ
ー
と
の
連
携
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

継
続
性
の
面
で
は
、
生
活
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
た
め
、
高
齢
者
の
趣
味
、
生
活
面
で
の
こ
だ
わ
り
な

ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
際
に
は
自

宅
を
訪
ね
た
時
の
雑
談
や
関
係
者
と
の
対
話
、
自
宅
に

置
か
れ
て
い
る
書
籍
や
置
物
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
の
人

の
生
活
習
慣
や
好
み
な
ど
を
知
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

例
え
ば
、「
週
１
回
、
食
堂
で
食
事
を
摂
る
」
と
い
う

習
慣
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
高
齢
者

の
生
活
を
支
え
る
判
断
は
下
せ
な
い
。

最
後
の
責
任
性
と
い
う
点
で
も
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

や
希
望
を
把
握
す
る
た
め
、
患
者
と
の
対
話
、
あ
る
い

は
非
言
語
的
な
態
度
や
目
線
に
よ
る
情
報
収
集
な
ど
が

求
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
多
職
種
と
連
携
し
た
り
、
患
者
と

意
思
疎
通
し
た
り
し
つ
つ
、
患
者
に
対
し
て
全
人
的
・

継
続
的
に
ケ
ア
を
提
供
す
る
医
療
が
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
で
あ
り
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
活
支
援
で
は
不

可
欠
と
言
え
る
。

実
際
、
２
０
１
４
年
11
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
日
本
向
け
提
言
で
も
「
生
涯

を
通
じ
て
一
貫
し
た
予
防
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
、
首
尾

一
貫
し
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
部
門
が
必
要
不
可
欠
」

と
指
摘
し
て
い
る
［
＊
2
］。

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
で
コ
ス
ト
も
抑
制
？

さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
制
度
と
し
て
明
確

に
位
置
付
け
れ
ば
、
コ
ス
ト
も
抑
制
で
き
る
可
能
性
が

お
り
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
Ｇ
Ｐ
は
幅
広
い
年
齢
層

や
病
気
・
ケ
ガ
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
ケ

ガ
の
種
類
、
患
者
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
、
緊
急
性
な
ど
に

応
じ
て
専
門
的
な
医
療
機
関
や
社
会
資
源
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
。

言
い
換
え
る
と
、
患
者
に
と
っ
て
は
、
か
か
り
つ
け

と
な
る
医
療
の
入
口
が
1
カ
所
に
絞
ら
れ
て
お
り
、
そ

こ
で
Ｇ
Ｐ
が
一
種
の
「
門
番
」
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
で
、
そ
の
患
者
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、
高
度
な
医
療
機
関
を
紹
介

し
た
り
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｇ
Ｐ
の
役
割
は
一
般
的
に
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
機
能
」
と
呼
ば
れ
、「
医
療
の
入
口
」
を
1
カ
所

に
絞
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
が
明
確
に
制
度

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
厳
格
な
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
機
能
を
通
じ
て
、
医
療
機
能
が
明
確
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
図
5
に
示
す
通
り
に
、

医
療
機
関
を
自
由
に
選
べ
る
「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
」
の

日
本
と
大
き
く
異
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
も
近
年
、
中
小
病
院
や
診
療

所
で
紹
介
状
を
も
ら
わ
ず
、
い
き
な
り
大
病
院
に
行
く

と
、
追
加
負
担
を
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

を
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
書
は
「
緩
や

か
な
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
」
と
称
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
厳
格
で
は
な
い
が
、
大
病
院

へ
の
受
療
行
動
を
緩
や
か
に
制
限
す
る
こ
と
が
企
図
さ

れ
て
お
り
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
を
重
視
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応
じ
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
よ
う
と
す
る
ス
タ
ン
ス
は
日
英
両
国
に
共
通
し
て
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█図6：かかりつけ医の定義、かかりつけ医機能

かかりつけ医の定義
なんでも相談できる上、最新の医療情報を熟知して、必要な時には専門医、専門医療機関を紹介でき、
身近で頼りになる地域医療、保健、福祉を担う総合的な能力を有する医師。

かかりつけ医機能
かかりつけ医は、日常行う診療においては、患者の生活背景を把握し、適切な診療及び保健指導を行い、
自己の専門性を超えて診療や指導を行えない場合には、地域の医師、医療機関等と協力して解決策を提
供する。

かかりつけ医は、自己の診療時間外も患者にとって最善の医療が継続されるよう、地域の医師、医療機関
等と必要な情報を共有し、お互いに協力して休日や夜間も患者に対応できる体制を構築する。

かかりつけ医は、日常行う診療のほかに、地域住民との信頼関係を構築し、健康相談、健診・がん検診、
母子保健、学校保健、産業保健、地域保健等の地域における医療を取り巻く社会的活動、行政活動に
積極的に参加するとともに保健・介護・福祉関係者との連携を行う。また、地域の高齢者が少しでも長く
地域で生活できるよう在宅医療を推進する。

患者や家族に対して、医療に関する適切かつわかりやすい情報の提供を行う。

と
フ
ラ
ン
ス
は
共
通
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
医
療
の
入
口
」
を
1
カ
所
に
絞
る
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
機
能
の
強
化
、
医
療
機
能
の
明
確
化
と

い
っ
た
問
題
意
識
は
3
カ
国
に
共
通
し
て
い
る
。

遅
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
マ
リ・
ケ
ア
の
制
度
化

し
か
し
、
日
本
で
は
依
然
と
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
が
主
流
に
な
っ
て
い
な
い
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
強

化
に
対
し
て
は
、
日
本
医
師
会
（
以
下
、
日
医
）
の
警

戒
心
が
根
強
い
た
め
だ
。
そ
の
一
例
と
し
て
、「
か
か

り
つ
け
医
」
と
い
う
言
葉
の
曖
昧
さ
を
指
摘
す
る
。

読
者
の
皆
さ
ん
は
白
衣
を
着
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

デ
ー
モ
ン
閣
下
が
「
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
る
Ｃ
Ｍ
を
ご
覧
に
な
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
あ
の
Ｃ
Ｍ
は
「
上
手
な
医
療
の
か
か
り
方
」
と

い
う
政
府
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
あ
り
、
い
き
な

り
大
病
院
に
行
く
よ
う
な
受
療
行
動
を
控
え
る
よ
う
に

働
き
掛
け
て
い
る
。
こ
れ
は
既
述
し
た
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
機
能
を
患
者
の
受
療
行
動
か
ら
実
現
し
よ
う
と
い

う
狙
い
が
あ
る
。

だ
が
、
日
本
に
お
け
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
定
義

や
、
制
度
的
な
位
置
付
け
は
曖
昧
で
あ
る
。
ま
ず
、
定

義
に
関
し
て
は
、
日
医
な
ど
が
２
０
１
３
年
８
月
に
公

表
し
た
報
告
書
で
、
図
6
の
通
り
「
な
ん
で
も
相
談
で

き
る
上
、
最
新
の
医
療
情
報
を
熟
知
し
て
、
必
要
な
時

に
は
専
門
医
、
専
門
医
療
機
関
を
紹
介
で
き
、
身
近
で

頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、
保
健
、
福
祉
を
担
う
総
合
的

な
能
力
を
有
す
る
医
師
」
と
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
と

い
る
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
元
々
、
日
本
と
同
じ
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
だ
っ
た
が
、
２
０
０
５
年
か
ら
「
か
か
り
つ
け

医
」
制
度
を
導
入
し
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
登
録
を
国

民
に
義
務
付
け
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
Ｇ
Ｐ
が
働
く

診
療
所
に
登
録
と
受
診
を
義
務
付
け
る
イ
ギ
リ
ス
と
異

な
り
、
大
学
病
院
の
勤
務
医
な
ど
も
指
名
で
き
る
ほ
か
、

か
か
り
つ
け
医
を
経
由
せ
ず
に
大
病
院
に
行
く
こ
と
も

可
能
だ
が
、
か
か
り
つ
け
医
を
経
由
し
な
か
っ
た
場
合
、

高
い
自
己
負
担
が
課
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
自
己
負
担
に
差
を
付
け
る
こ
と
で
、
か
か

り
つ
け
医
で
の
受
診
を
誘
導
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
紹

介
状
な
し
大
病
院
受
診
の
患
者
負
担
を
引
き
上
げ
て
い

る
日
本
と
相
似
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
フ
ラ
ン
ス
は

登
録
義
務
を
課
す
こ
と
で
、「
医
療
の
入
口
」
を
原
則

と
し
て
1
カ
所
に
絞
っ
て
お
り
、
日
本
よ
り
も
厳
格
な

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
対
比
を
踏
ま
え
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
言

え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
、
登
録
制
度
と
厳
格
な

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
を
通
じ
て
、「
医
療
の
入
口
」

を
1
カ
所
に
絞
る
こ
と
で
、
ア
ク
セ
ス
を
極
端
に
制
限

し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
と
明
ら
か
に
異
な
り
、
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
に
慣
れ
た
日
本
人
の
受
療
行
動
と
は
、

マ
ッ
チ
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
で
も
近
年
、
紹
介
状
な
し
大
病
院
外

来
に
追
加
負
担
を
課
す
こ
と
で
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機

能
を
緩
や
か
に
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
を
強
化
す
る
際
、
患
者
負
担
の

差
で
受
療
行
動
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
日
本

出典：2013年8月、「医療提供体制のあり方 日本医師会・四病院団体協議会合同提言」

し
て
４
つ
を
示
し
た
が
、
能
力
や
要
件
が
明
確
に
定
め

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
図
6

に
挙
げ
た
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
能
力
や

要
件
を
明
確
に
す
る
試
験
や
、
制
度
的
な
位
置
付
け
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

実
際
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
熱
相
談
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
際
し
て
、
政
府
や
日
医
は
「
か
か
り
つ
け

医
を
中
心
に
対
応
す
る
」
と
い
う
方
針
を
掲
げ
た
が
、

多
く
の
国
民
が
「
気
軽
に
相
談
で
き
る
医
師
な
ん
て

持
っ
て
い
な
い
」
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１
９
年
11
月
に
公
表
さ

れ
た
内
閣
府
の
「
医
療
の
か
か
り
方
・
女
性
の
健
康
に

関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、「
か
か
り
つ
け
医
の

有
無
」
を
尋
ね
る
質
問
に
対
し
、
52
・
７
％
の
国
民
が

「
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

ま
れ
る
の
は
、
か
か
り
つ
け
医
と
い
う
言
葉
が
制
度
的

に
確
立
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

し
か
も
、
日
本
の
シ
ス
テ
ム
で
は
「
医
療
の
入
口
」

が
1
カ
所
に
絞
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
臓
器
・
疾
病
別

に
複
数
の
か
か
り
つ
け
医
を
同
時
に
持
つ
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
か
ら
薬
を
処

方
さ
れ
た
高
齢
者
が
多
く
の
薬
を
飲
む
こ
と
で
、
体
調

不
良
を
引
き
起
こ
す
多
剤
投
与
の
よ
う
な
問
題
も
引
き

起
こ
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
患
者
か
ら
見
た
「
医
療
の
入
口
」
が
1
カ

所
に
絞
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に

期
待
さ
れ
る
包
括
性
、
継
続
性
、
責
任
性
は
果
た
さ
れ

に
く
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
専
門
医
の
育
成
も
遅

れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
関
し

て
専
門
的
な
能
力
を
有
す
る
専
門
医
資
格
と
し
て
「
総

合
診
療
専
門
医
」
と
い
う
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
、
制

度
的
な
育
成
も
２
０
１
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か

し
、
２
０
２
１
年
12
月
時
点
の
専
門
医
総
数
は

三
原
岳
（
み
は
ら
・
た
か
し
）

１
９
７
３
年
、
岡
山
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
。
時
事
通
信
社
、

東
京
財
団
研
究
員
を
経
て
、
２
０
１
７
年
10
月
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
へ
。
専
門
は

医
療
･
介
護
･
福
祉
制
度
。
行
政
や
現
場
の
専
門
職
、
市
民
団
体
な
ど
と
幅
広
く

接
点
を
持
ち
つ
つ
、
制
度
の
持
続
可
能
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
両
立
を
意
識
し
た
改

革
案
の
提
言
を
行
う
。
主
な
著
書
と
論
文
に
『
地
域
医
療
は
再
生
す
る
か
―
―
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
提
供
体
制
改
革
』（
医
薬
経
済
社
）、「
日
本
の
医
療
保
険
に
お
け
る

保
険
料
賦
課
の
現
状
と
課
題
」「
介
護
報
酬
複
雑
化
の
過
程
と
問
題
点
」（
と
も
に

『
社
会
政
策
』）
が
あ
る
。

１
０
６
７
人
で
あ
り
、
全
体
の
医
師
数
（
約
33
万
人
）

と
比
べ
る
と
、
遥
か
に
少
な
い
。

こ
れ
ら
の
点
は
過
去
の
経
緯
に
由
来
し
て
い
る
。
厚

生
省
（
現
・
厚
生
労
働
省
）
は
１
９
８
０
年
代
、
慢
性
疾

患
患
者
の
増
加
や
開
業
医
の
高
齢
化
を
意
識
し
つ
つ
、

イ
ギ
リ
ス
の
G
P
に
近
い
家
庭
医
を
育
成
す
る
こ
と

を
企
図
し
た
が
、
日
医
は
「
国
家
統
制
に
繋
が
る
」

「
医
療
費
適
正
化
に
利
用
さ
れ
る
」
な
ど
と
反
対
し
た
。

そ
の
後
、
現
行
制
度
の
範
囲
内
で
対
応
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
１
９
９
３
年
か
ら
モ
デ
ル
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
こ
の
結
果
、
か
か
り
つ
け
医
の
定
義
が
曖
昧
に

な
り
、
専
門
医
の
育
成
も
遅
れ
た
。

今
後
に
向
け
て

今
後
を
展
望
す
る
と
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
修
正
に

対
し
て
は
、
日
医
の
反
対
意
見
が
根
強
く
、
総
合
診
療

医
の
育
成
に
も
10
年
近
い
歳
月
を
要
す
る
。
こ
の
た
め
、

当
面
は
在
宅
医
療
の
普
及
や
、
医
療
・
介
護
連
携
の
強

化
、
教
育
・
研
修
の
充
実
、
国
民
の
意
識
変
容
や
受
療

行
動
の
変
化
な
ど
を
通
じ
て
、
少
し
ず
つ
医
療
制
度
を

変
え
る
努
力
を
積
み
重
ね
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

具
体
的
に
は
、
２
～
３
年
に
一
度
の
周
期
で
見
直
さ

れ
る
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
を
通
じ
た
誘
導
の
ほ
か
、

専
門
職
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践

も
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
反
面
、
中
長
期
的
な
制
度
改
正
の
方
向
性
と
し

て
は
、「
医
療
の
入
口
」
を
明
確
に
す
る
発
想
が
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
口
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大

注＊
1 

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。http://

w
w

w
.prim

ary-care.or.jp/param
edic/

＊
2 

O
E
C
D
（
２
０
１
４
）「
医
療
の
質
レ
ビ
ュ
ー　

日
本
」
を
参
照
。

＊
3 

松
田
晋
哉
（
２
０
１
７
）『
欧
州
医
療
制
度
改
革
か
ら
何
を
学
ぶ
か
』
勁

草
書
房
を
参
照
。

＊
4 

イ
ギ
リ
ス
の
医
療
制
度
に
関
し
て
は
、
堀
真
奈
美
（
２
０
１
６
）『
政
府
は

ど
こ
ま
で
医
療
に
介
入
す
べ
き
か
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
澤
憲
明

（
２
０
１
２
）「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
医
療
制
度
と
家
庭
医
療
」『
社
会
保
険

旬
報
』N

o.2489.2491.2494.2497.2500.2513

を
参
照
。
フ
ラ
ン
ス

の
事
例
に
つ
い
て
は
、
松
本
由
美
（
２
０
１
８
）「
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に

お
け
る
疾
病
管
理
・
予
防
の
取
組
み
」『
健
保
連
海
外
医
療
保
障
』

N
o.117

な
ど
を
参
照
。

き
い
「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
を
過
ぎ
る
と
、
医
療
・
介
護
需
要
が
増
大
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
上
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
踏
ま

え
る
と
、
生
活
を
支
え
る
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
で
も
、
発
熱
相
談
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
際
し
て
、

ど
こ
の
医
療
機
関
を
受
け
れ
ば
よ
い
の
か
、
迷
っ
た
国

民
は
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
国
民
に
と
っ

て
「
医
療
の
入
口
」
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
制
度
と
し
て
明
確

に
位
置
付
け
る
発
想
が
今
後
、
求
め
ら
れ
る
。
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